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金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
は

⑴　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革

　

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
世
の
中
の
様
々
な
情
報
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

情
報
の
利
活
用
の
飛
躍
的
な
進
展

に
伴
う
、「
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企

業
等
の
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
金
融
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

「
既
存
の
金
融
機
関
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
」
で
あ
る
。

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
た
情
報
の
取

得
・
伝
達
が
一
般
的
に
な
っ
た

（
15
歳
以
上
の
８
割
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る
）。
こ

れ
に
伴
い
個
人
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
の

自
動
蓄
積
が
進
展
し
て
い
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
面
で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
展
し
、

生
産
・
流
通
・
販
売
か
ら
金
融
に

至
る
ま
で
の
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

金
融
業
で
は
、
ネ
ッ
ト
証
券
や

ネ
ッ
ト
銀
行
が
で
き
て
相
応
の
年

数
が
経
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
金

融
取
引
の
多
く
の
部
分
が
デ
ジ
タ

ル
ベ
ー
ス
で
完
結
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
決
済
や
資
金
供
与
等

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
情
報

の
ほ
か
、
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
含

め
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
蓄
積
・
分

析
に
よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
、
新
し
い
付
加
価
値
を
創

造
し
て
い
く
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企

業
等
の
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
既
存
の
金

融
機
関
で
は
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

企
業
等
と
の
連
携
を
進
め
、
新
た

な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
模
索

す
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

金
融
機
関
組
織
の
変
容

　

銀
行
の
関
係
部
署
に
、「
デ
ジ

タ
ル
企
画
部
」、「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
部
」
と
い
っ
た
名
称

が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
金

融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
、
顧
客
起
点
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
へ
の
変
革
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
、
銀
行
の
経
営
戦
略
上
も
重
要

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
変
わ
る
の

で
あ
れ
ば
、
金
融
機
関
の
組
織
、

店
舗
、
人
の
働
き
方
も
そ
れ
に
あ

っ
た
形
に
変
わ
る
こ
と
が
最
適
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
っ
て

必
要
に
な
る
。
金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
金
融
機
関
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
組
織
が

変
革
さ
れ
て
い
く
こ
と
）
を
導
く

こ
と
に
な
る
。

　
　

金
融
行
政
に
お
け
る
金
融
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
30
事
務
年
度
の
「
金
融
行

政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後
の

方
針
（
以
下
、
金
融
行
政
方
針
）」

で
は
、
金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
を
重
点
施
策
の
最
初
に

1

2

連載　金融デジタライゼーションと実務への影響

　　　金融デジタライゼーション
の意味するもの

第１回

　金融庁は、平成30事務年度の金融行政方針において、金融デジタ
ライゼーション戦略として11の施策を示した。当局も注視する新た
な潮流によって様々な金融実務はどのように変貌するのか、本連載に
て解説する。第1回は、金融デジタライゼーションの意味と、金融行
政上の施策について解説する。

山口　省蔵
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取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ

で
は
、
11
の
施
策
が
提
示
さ
れ
て

い
る
（
図
表
参
照
）。

　

平
成
30
事
務
年
度
の
金
融
行
政

方
針
に
は
、「
変
革
期
に
お
け
る

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け

て
」
と
い
う
題
名

が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

金
融
庁
が
11
も

の
施
策
を
金
融
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
と
し
て

重
点
施
策
の
冒
頭

に
持
っ
て
き
た
の

は
、
金
融
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た

変
革
を
も
た
ら
す

重
要
な
要
素
で
あ

る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。

⑴　

金
融
機
関
に

す
ぐ
に
は
影
響

が
生
じ
に
く
い

施
策

　

施
策
は
、
金
融
庁
が
行
う
も
の

な
の
で
、
個
別
の
民
間
金
融
機
関

が
、
全
て
に
同
様
の
注
意
を
払
う

必
要
は
な
い
。

　

例
え
ば
、「
５
．金
融
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
」
は
、
金
融
庁
側
で
具

体
的
な
デ
ジ
タ
ル
対
応
が
打
ち
出

さ
れ
た
場
合
に
、
接
続
面
で
の
対

応
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

現
時
点
で
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

（E
lectronic D

isclosure for 

Investors’ N
ET
w
ork

・
エ
デ

ィ
ネ
ッ
ト
。
有
価
証
券
報
告
書
等

の
開
示
書
類
に
関
す
る
電
子
開
示

シ
ス
テ
ム
）
の
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

（A
pplication Program

m
ing 

Interface. 

あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
能
や
デ
ー
タ
等
を
他
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
呼
び
出

し
て
利
用
す
る
た
め
の
仕
様
）
に

よ
る
開
示
情
報
の
提
供
等
を
除
け

ば
、
目
立
っ
た
具
体
策
は
な
い
。

　
「
８
．国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
金
融
庁
と
海
外
当
局
と

の
連
携
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
９
．ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ａ

Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
技
術
等
の
推

進
」
は
、
金
融
庁
と
し
て
も
、
こ

う
し
た
技
術
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
く
、
と
い
っ
た
程
度
に
読

め
る
。

⑵　

変
革
を
推
進
す
る
制
度
面
の

対
応

　

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
法
制
面
の
施
策
は
、
基

本
的
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
む
け
た
変
革
の
推
進
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
発
想
が
背
景
に
あ
る
。

　
「
６
．様
々
な
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

等
」は
、Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
等
に
よ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る
施
策

で
あ
る
。
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
と
は
、

期
間
や
参
加
者
を
限
定
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
既
存
の
規
制
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
技
術
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
す
る
実
証
が
行
え
る

環
境
を
確
保
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

す
で
に
、
こ
の
発
想
の
下
、
金

融
庁
は
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
（
２
０
１
５
年
に
金

図表　平成30事務年度金融行政方針における金融デジタライゼーション戦略

（資料）金融庁

情報を
より

使いやすく

官民の
インフラの
デジタル化

新しい
ビジネスへの
挑戦を支援

デジタライゼーションに向けた
基盤の整備

1． 情報の蓄積と利活用

2． 顧客のプライバシー、匿名性や顧客情報の信頼性その他の顧客保護

3． デジタライゼーションに対応する情報・金融リテラシー

4． 金融・非金融の情報の伝達を可能とする金融インフラのデジタル化

5． 金融行政のデジタル化

6． 様々なサンドボックス等によるイノベーションに向けたチャレンジの促進

7． オープン・アーキテクチャによるイノベーションの促進

8． 国際的なネットワーク

9． デジタライゼーションの基盤となるブロックチェーン、ＡＩ、ビッグデータ技術等の推進

10． サイバーセキュリティその他金融システム等の課題への対応

11． これらの課題を実現するための機能別・横断的法制
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融
庁
に
開
設
さ
れ
た
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
企
業
の
相
談
・
情
報
交
換
窓
口
）

等
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ

ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

実
証
実
験
ハ
ブ

（
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
や
金
融

機
関
が
実
証
実
験
を
行
う
際
に
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
監
督
対
応

上
の
リ
ス
ク
、
法
令
解
釈
に
係
る

課
題
等
に
つ
い
て
、
個
々
の
実
験

毎
に
金
融
庁
内
に
担
当
チ
ー
ム
を

組
成
し
て
継
続
的
な
支
援
を
行
う

枠
組
み
）
も
設
け
ら
れ
た
。

　
「
11
．機
能
別
・
横
断
的
法
制
」

は
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
金
融
業
が
変
わ
っ
て
い
く

中
、
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

各
業
法
の
業
態
に
当
て
は
め
て
規

制
す
る
よ
り
も
、
機
能
別
で
横
断

的
な
法
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
の
考
え
方

に
よ
る
法
制
の
見
直
し
で
あ
る
。

金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ

ィ
・
グ
ル
ー
プ
」
で
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。

⑶　

情
報
活
用
に
お
い
て
注
意
す

べ
き
分
野

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
上
で
、

当
然
、
注
意
を
払
う
べ
き
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
面
の
課
題
が
あ
る
。「
２
．

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
顧
客
保
護
」

や
「
10
．サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
し

か
し
、
そ
こ
で
も
、「
課
題
が
あ

る
の
で
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
控
え
た
方
が
よ
い
」
と
の
発

想
は
な
い
。

　
「
２
．プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
顧
客

保
護
」
に
関
し
て
は
、
本
人
確
認

の
デ
ジ
タ
ル
化
（
顧
客
か
ら
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
と
顧
客

の
容
貌
の
画
像
の
送
信
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
本
人
確
認
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
完
結
す
る
方
法
に
つ
い

て
の
導
入
）
を
進
め
る
こ
と
が
具

体
的
施
策
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

顧
客
に
お
け
る
「
３
．情
報
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
顧
客
が
新
た
な
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
す
る
上
で
も
重
要
だ

が
、
顧
客
保
護
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
上
も
重
要
で
あ
る
。

⑷　

金
融
機
関
に
よ
る
具
体
的
な

取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
分
野

　
「
４
．金
融
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ

ル
化
」、「
７
．オ
ー
プ
ン
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」
は
、
金
融
機
関
に

よ
る
具
体
的
な
取
組
み
が
期
待
さ

れ
る
分
野
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
、
次
回
以
降
に
そ
れ

ぞ
れ
解
説
す
る
が
、
簡
単
に
頭
出

し
を
行
う
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

①　

金
融
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル

化
（
顧
客
事
務
の
効
率
化
と
金

融
機
関
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
）

　
「
４
．金
融
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
に
つ
い
て
は
、
全
銀
Ｅ
Ｄ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
が
そ
の
成
果

で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｄ
Ｉ
（Electronic D

ata 

Interchange

）
と
は
、
企
業
間

で
行
わ
れ
る
受
発
注
や
代
金
請
求

等
の
情
報
の
や
り
取
り
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
専
用
回
線
を
通
じ

て
、
デ
ジ
タ
ル
ベ
ー
ス
で
行
う
こ

と
で
あ
る
。

　

大
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
の
受
発

注
の
や
り
取
り
に
は
、
こ
う
し
た

Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
金
融

Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ム

を
さ
ら
に
資
金
決
済
に
ま
で
繋
げ

た
も
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
大
手
製
造
業
で

も
、
生
産
現
場
の
効
率
化
に
比
べ

て
、
経
理
等
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

事
務
の
効
率
化
が
遅
れ
て
い
る
。

ま
し
て
中
小
企
業
の
バ
ッ
ク
オ
フ

ィ
ス
事
務
は
、
課
題
が
山
積
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、「
企
業
の
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
事
務
の
効
率
化
こ
そ
、

日
本
の
成
長
の
伸
び
し
ろ
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
な
か

っ
た
が
た
め
に
、
企
業
で
は
、
受

発
注
を
電
子
化
で
き
た
と
し
て
も
、



71　　　銀行実務　2019.4

そ
の
資
金
が
決
済
さ
れ
た
か
ど
う

か
否
か
の
確
認
（
消
し
込
み
）
を

紙
ベ
ー
ス
で
行
う
と
い
っ
た
、
非

効
率
な
事
務
フ
ロ
ー
と
な
っ
て
い

た
。
だ
が
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
実
現
で

き
れ
ば
、
企
業
は
、
受
発
注
、
請

求
、
資
金
決
済
と
い
っ
た
連
続
し

た
事
務
を
自
動
化
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

２
０
１
８
年
12
月
に
、全
銀
協
・

全
銀
ネ
ッ
ト
が
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の

基
盤
と
な
る
「
全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
（
Ｚ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）」
を
稼
動
さ

せ
た
。

　

全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｘ

Ｍ
Ｌ
電
文
（
電
文
の
長
さ
等
を
柔

軟
に
設
計
・
変
更
す
る
こ
と
が
可

能
な
電
文
形
式
）
に
対
応
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
送
金
時
に
、
支
払

い
企
業
か
ら
受
取
企
業
に
、
様
々

な
付
随
情
報
（
支
払
通
知
番
号
、

請
求
書
番
号
な
ど
）
を
送
信
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

　

今
後
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
実
用
化

す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
金
融
機

関
や
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
が
必
要
で

は
あ
る
が
、
全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
の
稼
動
に
よ
っ
て
、
企
業
の
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
事
務
の
効
率
化
の

道
筋
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②　

オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
（
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業

と
の
連
携
）

　

オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

と
は
、
情
報
技
術
の
分
野
に
お
い

て
設
計
や
仕
様
な
ど
を
公
開
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

仕
様
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
関

連
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
し
、
公
開
さ
れ
た
技
術
や
情
報

の
利
用
者
の
拡
大
・
利
便
性
の
向

上
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。「
７
．オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
」
は
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

に
よ
る
金
融
機
関
と
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
企
業
と
の
連
携
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
る
。

　

金
融
機
関
に
お
い
て
、
Ｆ
ｉ
ｎ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
の
連
携
に
つ
な

が
る
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
導
入
の
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
全
邦

銀
１
３
７
行
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
な

い
９
行
を
除
く
１
２
８
行
が
オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
導
入
す
る
旨
を
表

明
し
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
、
金

融
機
関
が
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
仕

様
を
公
開
し
、
あ
ら
か
じ
め
契
約

を
結
ん
だ
外
部
事
業
者
の
ア
ク
セ

ス
を
認
め
る
こ
と
で
、
利
便
性
の

高
い
、
高
度
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
や
す
く
な
る
。

　

先
進
的
な
銀
行
に
お
い
て
は
、

す
で
に
、
家
計
簿
ア
プ
リ
と
の
連

携
や
ク
ラ
ウ
ド
会
計
サ
ー
ビ
ス
と

の
連
携
（
口
座
残
高
照
会
、
取
引

明
細
照
会
等
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
へ
の
活
用
（
口
座
振
替
）

等
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
の

連
携
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

金
融
庁
の
金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
は
、「
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
企
業
等
の
新
し
い
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
よ
る
金
融
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
と
「
既
存
の
金
融
機
関
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
」

に
よ
る
、
金
融
の
利
用
者
利
便
の

向
上
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
や
オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
う
ま
く
活
用
で
き

れ
ば
、
既
存
の
金
融
機
関
は
、
Ｆ

ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
変
革
で
き
る
。

　

な
お
、
金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
の
最
初
の
「
１
．情

報
の
蓄
積
と
利
活
用
」
に
お
い
て

も
、
昨
年
度
の
実
績
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
が
「
全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ

シ
ス
テ
ム
の
稼
動
に
向
け
た
環
境

整
備
」
と
「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
の

推
進
」
で
あ
る
（
す
な
わ
ち
、
４
．

と
７
．と
被
っ
た
部
分
が
あ
る
）。

 （
株
式
会
社
金
融
経
営
研
究
所　

代
表
取
締
役　

所
長
）


